
 

 

「読書のすすめ」 

                                校長 森 幸恵 
 

  霜月を迎えました。朝夕の冷たい空気が秋の深まりを感じさせます。木々の葉が思い思いの色に染

まり、「山粧う」季節がやってきました。 

 さて、みなさんは「読書週間」をご存じでしょうか。毎年、文化の日の前後２週間ほど、全国の図

書館で読書を推進する期間とされています。そもそもこの「読書週間」は、大正時代の関東大震災で

焼失した大量の書籍の復興がきっかけとなり、その翌年から「図書週間」として始まったようです。 

 本校では毎年１１月を読書月間とし、子供たちが本に親しめるような環境づくりはもちろんのこと、

図書委員会を中心に子供自ら読書の秋を楽しむ様々な企画・取組を行っています。今月号では、その

図書委員会が行う２つの活動を紹介します。 

 

 

 

 

 
 

         〈パネルシアター（さるかに合戦）〉        〈しおりコンテスト（児童作品）〉 

 子供たちには、本に親しむことを通じて、豊かな知識を身に付け、それを主体的に活用し、生涯に

わたって幸福や生きがいを感じられる素地を形成していくことを期待します。一方、子供たちの読書

量の現状に目を向けると、個人差がとても大きいと感じます。これは、社会全般の大人にも同様のこ

とが言えると思います。 

 読書がもたらす効果については、知識や教養が身に付く、会話力、文章力が向上するなど、様々な

メリットが考えられますが、小学生の子供たちにとっての最大のメリットは想像力が豊かになること

だと思います。わたしたちは、本を読み進める際、基本的には文章や単語から本の情景や背景、登場

人物の感情や思考を想像します。「この人物は今どういった気持ちなんだろう」や「なぜ筆者はこの

本を書いたのか」、「どういった思いを伝えたかったのか」と想像力を働かせます。その経験が、他

人に共感する思いやりを育み、相手の気持ちに寄り添える「精神的な成長」として期待できます。 
 

 子供たちがよい図書と出合い、言葉を学び、豊かな感性を磨き、表現力を高め、自分の考えを形成

し、豊かな人生を送ることは大切なことです。そのためには、読書に親しむ習慣形成を小学校段階か

ら進めていく必要があります。秋の夜長、ほんの少しの時間を親子で読書に当ててみませんか。夕食

後や寝る前の２０分読書もおすすめです。 
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１０月２７日（日）に高千穂小学校第７８回秋季運動会を開催しまし 

た。直前まで天候の心配があり、準備もままならない状態でしたが、 

保護者の皆さんにも御協力いただき無事に開催できました。当日は好天に恵まれ、暑いくらいの日差しの下、元気いっ

ぱいな子供たちの姿が輝いていました。赤組も白組も応援団を中心に、練習の成果を存分に発揮して、白熱の勝負を

展開しました。途中経過では白組有利だったものの、最後で辛くも逆転した赤組の優勝で幕を閉じました。終わった後

の喜ぶ姿も悲しむ姿も一所懸命に取り組んだからこその姿でした。 

また、今年は家族リレーや職域リレー、宝釣りも行い、保護者や地域の方にも大いに盛り上げていただきましたことに

心より感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

11月1日から7日は、地域 

が育む｢かごしまの教育｣県民 

週間でした。本校では13日 

(水)の芸術鑑賞会まで含めて 

参観をいただきました。多く 

の方に来校いただきました。 

ありがとうございました。   〈楠声会コンサート〉 

 

 

 

 

 

令和６年度防火ポスター展 

特選 赤﨑陽菜(３年) 

堀口來海(６年)宮田晏和(６年) 

第３５回伊藤園お～いお茶新俳句大賞 

佳作 迫莉央(３年) 

 「たこ上げて大きな空でとびまわる」 

１２月の主な行事 

４ 水 
【校内人権旬間～10日】 

スクールカウンセラー来校 

６ 金 
持久走大会 学級PTA  

家庭教育学級・学校保健員会合同講演会 

７ 土 県ＰＴＡ活動委嘱公開 

９ 月 Ｂ校時（～２３日） 朝活清掃 

１０ 火 地震・火災想定避難訓練 

１３ 金 がん教育（6年） 

２０ 金 
高千穂小元気塾（６年 門松づくり） 

スクールカウンセラー来校 

２４ 火 終業式  

２５ 水 冬季休業12／２５～１／７ 

２８ 金 学校体育施設開放休止期間～1月3日 

 

１０月７日（月）の南日本新聞の「子供のうた」に 

秋山春華 さん の詩が、 

１０月８日（火）の南日本新聞の「子供のうた」に 

本門莉杏 さん の詩が、 

１０月２１日（月）の南日本新聞の「若い目」に  

川邉彩音 さん の作文が、掲載されました。 

１０月２０日（日）の南日本新聞の「ひろば」の絵に  

本校 赤﨑拓朗教諭 の絵が掲載されました。 

スクールカウンセラー来校 

１２月は２回の来校を予定しています。４日（水）と 20

日（金）です。いずれも午前中、９時から１２時の時間で

す。対象は、児童、保護者、職員です。親子での面談も可

能です。面談の希望がありましたら、教頭へ御連絡くだ

さい。 


